
気候情報

1997年1月の大気大循環と世界の天候

　大気大循環

　北半球500hPa高度場を見ると，高緯度では波数3
の偏差パターンが見られ，アイスランドからヨーロッ

パ東部にかけてと東シベリアおよびカナダ西部が正偏

差域に，北極海からロシア西部にかけてとアラスカお

よびラブラドル半島付近が負偏差域に覆われた．850

hPaでの赤道上空の風は，3か月連続して太平洋全域
で東風偏差となっている．対流活動は，インド洋から

西部太平洋の10～20。Sの緯度帯で平年より活発であ

る一方，赤道インド洋や中部・東部赤道太平洋では平

年より不活発で，対流活動の中心が全体として5～10

度南にずれていた．

　世界の天候

　①オホーツク海周辺の高温

　東アジアやシベリアではほぼ全域で月平均気温が平

年より高く，オホーツク海沿岸などでは高温となった．

　②南シナ海周辺の少雨

　インドシナ半島では少雨となったところがあった．

中国の新彊ウイグル自治区の吹雪，インドネシアの大

雨により洪水被害が伝えられた．

　③ヨーロッパの少雨

　ドイツなどヨ｝ロッパ中部を中心に前月後半から当

月半ばにかけて気温が低く降水量が少ない状態が続
き，寒波や吹雪の被害が伝えられた．一方，地中海沿

岸では大雪や大雨による被害が報じられた．

　④アフリ力西部の高温

　アフリカ南部を除いて月平均気温がアフリカのほぼ

全域で平年より高く，アフリカ西部では高温となった．

アフリカ南部の月降水量が一部では平年の3倍を超え

た．マダガスカルではサイクロンの被害が伝えられた．

　⑤北アメリ力北東部の多雨

　⑥アメリ力合衆国中西部の少雨

　アメリカ合衆国ではしばしば寒波があり，各地で吹

雪や低温による農業や畜産業の被害が伝えられた．年

末から続いているカリフォルニア州の洪水被害は最悪

と伝えられた。下旬にはテネシー州の竜巻被害が伝え
られた．

　⑦アルゼンチン北部の高温

　⑧オーストラリア北部の低温

　オーストラリア北部では低温となった．島喚では月

平均気温が平年より高いところが多かった．

　　（気象庁気候・海洋気象部気候情報課　徳広貴之）
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1997年1月の北半球月平均200hPa風速および風ベクトル
等値線間隔は20m／s．陰影部は平年で40m／s以上．平年値
は1979～1990年のデータに基づくもの．

1997年1月の北半球月平均500hPa高度および平年偏差

等値線間隔，偏差パターン間隔は60m．平年値は1961～
1990年のデータに基づくもの．
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1997年1月の月平均850hPa高度および風ベクトル　　等値線間隔は20m（1400mまでは100m）
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1997年1月の月平均200hPa速度ポテンシャルおよび発散風ベクトル　　等値線間隔は2×106m2／s

30W
りON 0 30ε 60E 90E 120E 150E 180 150四 120W 90曽 60田 30N

＿③窯噌東×i　i。蓑
灘響響11鷺墜iお

’i

　燗r　軸℃

60N…

30N　…

、i

　簡￥　　　　　　5

繋瓢ll
　　　　　、、×i、
　　…i一”冨解・；…、i’　・一一

90N

’60N

εQ…

　『

～　●論一

…・i…　幣　　…卜一

口

一30N

30S　…

60S　・

△
oi

ぐ〉i
□

1。1⑦
　㌧　セ

補……す醗囎器謙欝麟1三ダデ

　　寮翻麟鵠瞬舗：1…1

、

一EQ

一30S

go§o曽

・・60S

90S

0　　30E　　60E　　gO巳　　120E　　エSOE　　180　　1509。　　120弱　　90四　　60四　CPDI」甜
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異常高温・低温は標準偏差の2倍以上，異常多雨・少雨は降水5分位置が6および0．図中
の番号は本文中の番号と対応している．
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